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串本沿岸地域のテーブルサンゴ（ｸｼﾊﾀﾞﾐﾄﾞﾘｲｼ）群落 

（写真）串本海中公園センターより提供 

巡回パネル展 

サンゴ礁保全と私たちのくらし 

巡回パネル展 

『サンゴ礁保全と私たちのくらし』 
主主催催：：近近畿畿地地方方環環境境事事務務所所  

場所：自然遊学館多目的室 

期間：2009年 1月 21日(水)～2月 8日(日) 

場所：自然遊学館多目的室 

期間：2009年 1月 21日(水)～2月 8日(日) 

貝塚市立自然遊学館  
大阪府貝塚市二色 3 丁目 26-1  

tel 072-431-8457 

紀伊半島南部の串本沿岸海域にはラムサール条約にも

認定されているサンゴ礁が広がっています. しかし、最

近では温暖化が原因と思われるサンゴ礁の変化が見ら

れます. 保全に向けてどういった取り組みを目指して

いくべきか、現状を含め紹介します. また、打ち上げ貝

がたくさん溜まることで有名な串本のオゴクダの浜で

拾い集めた貝殻も、今回合わせて展示いたします. 

貝塚市立自然遊学館  
大阪府貝塚市二色 3 丁目 26-1  

tel 072-431-8457 

午前 9時～午後 5時 午前 9時～午後 5時 （火曜は休館） （火曜は休館） 

 

ポスター 

 

 

 

会場風景 

    巡回パネル展 

「サンゴ礁保全と私たちのくらし」 

 

 開催期間：2009年 1月 21日～2月 8日 

場  所：自然遊学館多目的室 

主  催：近畿地方環境事務所 

概要 

紀伊半島南部の串本沿岸海域にはラムサール条約に

も認定されているサンゴ礁が広がっています。しかし、

近年、水質悪化や温暖化などの影響による白化やオニ

ヒトデによる食害などが発生しており、その生育環境

の悪化が懸念されています。2008年は「国際サンゴ礁

年」となっており、この取り組みの一環として、近畿

圏の博物館や水族館など 8 施設でパネル展を開催し、

サンゴ礁についての理解を深めるとともに、サンゴ礁

保全活動の活性化を図ることを目的としました。 

また、当館独自の展示物として、打ち上げ貝がたく

さん溜まることで有名な串本のオゴクダの浜で拾い集

めた貝殻を合わせて展示致しました。 

 

【展示構成】 

1．串本のサンゴ礁のＰＲ 

・国際サンゴ礁年とは 

・サンゴとは 

・串本のサンゴ群集 

・串本のサンゴ群集の現状 

・串本のサンゴの行方 

・串本のサンゴ保全制度 

・サンゴ保全活動 

・サンゴ図鑑 

               （パネル 8枚） 

 

2．身近な水辺環境保全 

・地球温暖化防止 

 ・水環境を守る 6つのすすめ 

（パネル 7枚） 
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オゴクダの浜 

3．オゴクダの浜の打ち上げ貝 

 本州最南端、和歌山県潮岬灯台の北側にあるオゴクダ

の浜は、潮流の関係で、非常に多数の貝が打ちあがるこ

とから、全国の貝類収集家がこの浜にやってきます。和

歌山市在住の貝類研究者、池辺進一氏によると、ここで

記録された貝類は 1300種に達するとのことです。 

今回、展示した貝はこの浜の名前がついたオゴクダイ

モをはじめ、ここで拾い集めた約 200種の貝殻です。 

採集日：2008年 11月 29日 

採集者：江本玲子、江本大地、喜多理恵、喜多俊行、喜多悠香 

鈴子晴久、鈴子佐幸、児嶋 格、山田浩二 

 

科　名 和　名 科　名 和　名

ツタノハガイ科 ツタノハガイ スズメガイ科 カワチドリ
ヨメガカサガイ科 ヨメガカサ カリバガサガイ科 アワブネガイ

マツバガイ ムカデガイ科 クビタテヘビガイ （？）
ベッコウガサ ウミウサギ科 テンロクケボリ

ユキノカサガイ科 ウノアシガイ ウミウサギガイ
コモレビコガモガイ タカラガイ科 ヤクシマダカラ
アオガイ ホシダカラ
カスリアオガイ （？） ヒメホシダカラ

ミミガイ科 イボアナゴ クチムラサキダカラ
チリメンアナゴ ホシキヌタ
トコブシ タルダカラ
クロアワビ ヤナギシボリダカラ

スカシガイ科 スソカケガイ ツマグロヤナギシボリ
テンガイ ナツメモドキ

ニシキウズガイ科 ヘソアキクボガイ クロダカラ
クマノコガイ スソムラサキダカラ
コシダカガンガラ メダカラ
ヒメクボガイ チャイロキヌタ
ムラサキウズ ウキダカラ
ハクシャウズ エダカラ
ギンタカハマ カノコダカラ
ベニシリダカ コモンダカラ
ナツモモ ハツユキダカラ (幼)
イシダタミ ナシジダカラ
メクラガイ アヤメダカラ
オニノハ ウミナシジダカラ
エビスガイ オミナエシダカラ

サザエ科 カタベガイ カモンダカラ
タツマキサザエ ハナビラダカラ
コシダカサザエ キイロダカラ
ウラウズガイ タカラガイ科 ハナマルユキ
カサウラウズ シボリダカラ
ベニバイ イボダカラ
サラサバイ タマガイ科 ネズミガイ

アマオブネガイ科 アマオブネガイ オキニシ科 イワカワウネボラ
アマガイ オキニシ
ヌリツヤアマガイ クロミオキニシ

オニノツノガイ科 メオニノツノガイ クチムラサキオキニシ
タマキビ科 アラレタマキビ オオナルトボラ

コビトウラウズガイ トウカムリ科 ヒナヅルガイ
ソデボラ科 オハグロガイ アメガイ

ヤサガタムカシタモト レンジャクガイ
マガキガイ ヤツシロガイ科 ヤツシロガイ

スズメガイ科 キクスズメ フジツガイ科 イササボラ
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フジツガイ科 シノマキガイ イモガイ科 サヤガタイモ
カコボラ シロセイロンイモ
ショウジョウラ ガクフイモ
トウマキ ゴマフイモ
ボウシュウボラ ベッコウイモ

アッキガイ科 オニサザエ ナガサラサミナシ
センジュガイ （？） サラサミナシ
コガンゼキ カバミナシ
ガンゼキボラ ヤナギシボリイモ
チヂミバショウ ハイイロミナシ
ヒロウネレイシダマシ キヌカツギイモ
ヒメヨウラク イボシマイモ
イソバショウガイ オゴクダイモ
シロレイシダマシ ベニイタダキイモ
イトマキレイシダマシ アジロイモ
トゲレイシダマシ タガヤサンミナシ
ハナワレイシ カワムラハデミナシ
ムラサキイガレイシ クダマキガイ科 コゲイトマキシャジク
キマダライガレイシ ナツメガイ科 コナツメガイ
アカイガレイシ オカミミガイ科 ハマシイノミ
キナレイシ フネガイ科 オオタカノハガイ
シロレイシ エガイ
ウニレイシ カリガネエガイ
レイシガイ ベニエガイ
クリフレイシ サルボウガイ
イボニシ ハイガイ
テツボラ イガイ科 クジャクガイ
ホソスジテツボラ シロインコ
クチムラサキサンゴヤドリ ムラサキインコ
ヒラセトヨツガイ タマエガイ
ウスベニサンゴヤドリ カクレイシマテ
シロクチナシイガレイシ ウグイスガイ科 ウグイスガイ

フトコロガイ科 マルフトコロ マベ
フトコロガイ アコヤガイ
ムシエビ クロチョウガイ
マツムシ マクガイ科 カイシアオリ

ムシロガイ科 ヨフバイ ハボウキガイ科 タイラギ
エゾバイ科 ナガゴマフホラダマシ （？） ミノガイ科 ミノガイ

スジグロホラダマシ イタヤガイ科 ナデシコガイ
マルベッコウバイ ミソノナデシコ
イソニナ ヒオウギ

イトマキボラ科 イトマキボラ ウミギク科 ウミギク
ナガイトマキボラ （？） チリボタン
キンスジコツノマタ チイロメンガイ
ナガサキニシキニナ ベッコウガキ科 ベッコウガキ

フデガイ科 ヤタテガイ カキツバタ
クチジロヒメヤタテ （？） イタボガキ科 ノコギリガキ

ツクシガイ科 ツクシガイ （？） ツキガイ科 ツキガイ
ハマオトメフデ トマヤガイ科 トマヤガイ
シマオトメフデ キクザルガイ科 ケイトウガイ
クチベニオトメフデ チゴザルガイ
ミヨリオトメフデ シジミ科 ヤマトシジミ

ソメワケオトメフデ （？） マルスダレガイ科 マルスダレガイ
トリカゴオトメフデ アラヌノメガイ

イモガイ科 ハルシャガイ イナミガイ
マダライモ ヒメアサリ

コマダライモ

（？）は磨耗が激しく同定が不確定なもの  
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